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徳島県旧東祖谷山村のアクセント
肘 出 真 実 ’
l . はじめに
本稿では､zⅢ〕年からZmi7年にかiﾅ了穂島県旧鱒且谷山村で行われたアク
セント問査α〕結果を元に、旧東祖谷山村のアクセントについて論-j雷るもので
あ為。
以下、本稿では市町村合併前の名称を用いる。旧市町村名と新市町村名の
関係は、図１を参照されたい。
‘
＜図１：新旧市田附名とその位置＞
稠沓対象地であ為荊且谷山村は現三好市・旧豈蜘耐Hに属し、木頭村、一宇
村、西祖谷山村に隣捜し、また池田間、山城町とも近い場所にある。県西部
の産め辺りはアクセント体系が実に複雑であり、先行研究では、東祖谷山村
は西祖谷山村やｵ噸村と同様に京阪式アクセントの変種が聞かれるとされ
また、一宇村、山刷町では隷支アクセントの変種である山城谷アクセントが
聞かれるとされている。同じく現三好市の池田町出合では、出合アクセント
(6曲-１３０
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と呼ばれ為アクセントが間かれ為。仙名･1956,森･1982、坦野/illl波/森.
l的1、上野･1９97)このように、県西部については、京阪式アクセン;､が派
生したものや讃岐式アクセントか派牛したもの、そCE)どちらとも髭な為独特
のアクセント等力頓雑に入り乱れており、イ本系の把握が難しい。
このような県西部のアクセント体系をより明確にする為にも、東ﾈⅡ谷l1｣村
のアクセント体系を把握することは必要なことだと思われる。
2 .調査の概要
２師年から２M７年にかけて徳島大学国語学研究率で行われた調査②結眼
を資料として利用した。以下に調宙ＣＤ概要を記す。
調査期間：2柵年７月２８口～７月２９口
２剛年９月１５日'､-，月１７B
２帥7年11月23日～１１月２４日
調査対象：胃諸は両親共に東祖谷山村出身で、東祖谷山村で生まれ育った
人に限定した。話者情報は表１･２の通りである。表２の話者番号は、はじ
め２桁が調酊時の百舌昔の年齢、次のアルファベット力斗弼リ(M:男性、Ｆ肯
女性)、最後の数字は便宜上識別番号である。
<*l :年代別・性別人数＞
’
’
＜表Z：調査"点別人数＞
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調査地裁
久保
九鬼
栗枝渡
下瀬
京上
若林
名頃
人数（話者番号）
２（71Ｍ２，６１鴎）
２（76M４，７４F5）
１（73Ｍ8）
１（77Ｍ9）
１（“Ⅷ3）
ｌ（78m6）
２（80Ｍ18,78F19）
調査地点；調齊地点は東祖谷山村に存する七つの集落である。集落名は、
< ， 望 〈 き く り す と Ｉ , も せ き ょ う じ よ う わ が ぱ や し な ど ろ
久i呆、ナL鬼、栗枝渡、下瀬、京上、芯林、名頃で、それぞれの場所
は凶２を参照頂きたい。線で表したCDは河川で為為。
旧東祖谷山村
く図２：東祖谷山村の集恕＞
撹査方法：凋杳方法は一対一の面接調査である。話音にアクセント表を手
漉し、それ毒読み上げて頂き、ICレコーダー で録音した。それを垂者が随
き取り、記号化した。Ｈを耐自、Ｌを酎白として日脚iした。特別に助詞を
あらわ'ﾉたい場合はハイフンで蝋､だ（｢竹凌」が低高高ならⅢ-Hと舞己
する)。
澗業2詞菌吾黄は『早稲田招類』(垣丞他･1998)から偏りなく選んだ．
名同は名伺単独、名詞＋助詞＋雄司、「この」＋名詞＋助詞＋蜥可の項目を
鯉けて５軒[に調べた。動詞・形容詞は語単独の形のみ調べた。具ｲ軸勺な舐
査諮垂は、以ドの通りである。
(64）１２８-
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＜表３：調醤吾蛍＞
語載
一拍名詞 第・類 蚊、毛、、
葉、日、矢第二類
第三類 絵 、 永 根
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飴玉、さいころ、ぞうきん、栓抜き、爪切り、絵日耐、笑fll、室岡｜
簿たまねぎ、にんじん、針命、焼酎、かまぼこ、日ﾝ特吾、ふりそ
で、吉牢、足跡胃強、市役所、硝しゴム、折り紙、目印、ひょう
たん、耳かき、餅つき、くちびる、お菓子犀、カツ丼、満吋
- - - -
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3 .調査の結果
まずは、品詞・拍別に調杏の結果を報崖する。そうす為ことで、束祖谷|山
村的壊耕ごFと、或いは個人ごよCDアクセント体系を明らかにしたい。
3.1.名祠のアクセント
3-l-1.一拍名詞
第一類は、助河付き的場合、名頃の78F19からだけn-Lが間かれた。その
他的百JT茜からはI川が聞かれた。但し、「この」付き耐の場合は、「この糾蚊が」
=UI+IⅢのように語頭の低下がなくなり､調査語が前接拍の高さを引き継ぐ
形となった。そして語頭の低下は句頭CD低 F̅となり、「この」の一拍目「こ」
力罫低下す為ようになった。下瀬、久保、京上、九鬼、栗枝渡、若林の高賭か
らはこめようなアクセントが間かれたわけであるが、名頃の話者からは
III+IⅡ切ようにIⅡという音調が間かれた｡特に78F19に顕著であり、他の
話者がⅢI(UI+HH)と発音するとこみを､７８F19はⅡ-L(IH+HI_jと発音
した。句、のi氏下は他β〕袖者と同じように起こっている。
笛二二類については、淫②集落ど切目譜でもIILで安定していた。「この」
付きの場合、調琵吾十蛎司はH-Lになぉのであるが、句頭の低ドが起こった
り起こらなかったりした。句頭低下の生起条{牛は不明であり、言諸による偏
りは見られなかった。
第三類からはI_rHが間かれた。「この」付きの場合､第一類と同じように語
頭切任下がなくなり、調杳語が向i接拍の高さを引き継ぐ形となった．そして
句頭が低下するようになった(HI+HH)。但し、名頃の高猪からは「こ鯛食
が」「こめ根が」についてⅢI+UI力澗かれ句巾⑪附妾性が保持されている
こと力f分か為。このI生質は名頃の話者にしか認坊られなかった。
(66）１２６
Ｌ
以上、一拍名詞の結果をまとめると、下顛、久保、京上九鬼、栗枝漉、
若村Jの類の統合状況は２（1.3/2）とな為。名頃については２諾②諸背の結果
が一致しないので集落単位では言及出来ないが、個人単位では、即MIHは。
(1.3/2)、７８F19は2(１･ZB)となった。
第一類から第三類まで、語単独の場合も、蛎副付きの場合も、引き音は聞
かれなかった。これには調査方法（読み上げ式による）が影脅している可能
性もあるが、言猪の内省によると、一拍名詞の長音化は起こり難し､ようであ
る。
3-1-2.二拍名詞
第一類は、Ⅲ･UI-Hで安定している。どの集落めどの胡荷もぱぱ全ての
語について川・ｍＨと発音した。但し、「この」付き的賜合は、「この+竹
が」＝Ⅲ+ⅢⅢのように禰頭c，低下がなくなり、調査語が前醐日の向きを引
き継ぐ形となった。そして語頭の低下は句頭の低下となり、「この」の一拍目
「こ」力抵下するようになった．これは一拍名詞の第一類に起こっているの
と同じ現象である。
第二類と第三類の音調は、HL･HL-Ｌで安定していた。
第四類からは、ⅡI･LH-Hが聞かれた。第類と同じように「この」がつ
いた場合、調画語の弼頑が高くなる。殆どの語でⅡＩ・IHIIが間かれｷｵｺけ
であるが、「肩・糸」からはIJI・LIHが間かれた。これにつＬ,ては後継打lが
高ければIL･LLLと怠る現象が起こった。尚、「海」については特跣な動き
をしているようで、京上の64F13、九鬼由74F5からはⅢ_･IIL-1=が、その他
の話者からはⅢ、Ul-L力澗かれた。また、話者を個別に見てみると、名頃
の別M18からは安定して田･LLHが聞かれており、郭反式アクセントの面
影が見出せる。
第五類②音調は、韮にⅡI･HI-Lが聞かれた。但し、「声、窓蜘蛛」につ
いては【Ⅱ．ⅢIFLが聞かれた。これら脚語は第三類・第三頬州当の認になっ
ていると考えられる。「窯が」が束祖谷u｣村でⅢ』-と発酉さ瓶亀ことは先行
研究（生田・'951）でも掴間されてぃ為。また、隣咳するjil雌である木頭村
②調査（上野・1”4）でも「窓」のアクセントはHLであったと報告されて
いる。「声」も同犠である。その他②語については、u-I･UI-I=が聞かれた。
以上、二拍名詞の統合状況は、３（１．４/２．猫）となった。
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3-旧・三拍名詞
露一類は、全ての典落令ての局舌苔から玄定してＨⅢ．Ⅱ冊Hという音調
が|凸]かれた。但し、「形」という函につし､iては類内で特別な動きをしてぃ為よ
うで、ＩⅢ-･IILLI=が聞かれた。一拍名詞・二拍名詞と旧滕に「この」付き
⑱場合は、「この+車が」=IH+Ⅲ冊Ｈのように託纐０列唖下がなくなり、調査
語が湖妾拍の尚さを引き継ぐ形となったそして謡須の低下は句頭の低下と
なり、「この｣の一拍圏「こ」が低てするようになった｡第一類以外にもufI・
UIH-Hが|凸1かれる場合があるが、「この」付きの句の音調は同じように規ﾖＩ
的に変化壷起こすことを記しておきたい。
第二二類は、蜜定してIⅡＬ・UILLという音調力澗かれた。但し、「毛抜き」
については､異なる音調で発音する冑賭もあった｡京上の64F旧､九鬼の74F5
瞳ⅢⅢ･lHH-H、名頃め78F1９i*IHIJ,･IILLと発音した。他ｐＤ茜音は全
ての謡をⅢL･l｣-llFLで局売み上げた。
第三類について、「二十歳､力」はHIL･HI,IJ｣で発音された｡但し、「力」
については九鬼の76M4から特月|｣にⅢL･HII_rLが間かれたも「小麦｣からは
様々な音調が聞かれた。下瀬の７７M9、久{呆の６1F3.71M2，九鬼の74F5か
らは、Ⅱ．IIILL京｣二の"F旧、名頃の78Fl9からはn冊．Ｈ田-H、九鬼
(JD７6M4、典枝波⑱73M８，名頃の帥M1８からはⅢｌ・Ｈｕ』ゞが聞かれた。
笛三類の音調については、集落間での差とは言い難く、「小調をどう発音す
為かは佃人に拠るところであ為と碁えられる。
第四類は､語によって音調が異なる結果となった｡３種類の音調力澗かれた。
まず--つ日はHLL・HLI_FLである。「男・サザエ・女」などからこの音調が
聞かれた。二つ目はU-IH･U冊-II(x)である。「袋」の音調である。「袋」
については例ﾀ蝋)な音調として、下瀬の７７M９と名頃の７８F１９からｍＬ.
lⅢ肌（要）が間かれた。二つ目はIHL･mL-L(y)で「鏡､刀」から唐か
れた。但し、「鏡」については、京上ではnHI･u冊-Ⅱと発音するようであ
毎。
鋳五頬も、蝿四類と同様に、語によって音調が異なる結果となった。３唾類
の音調か聞かれた。まず一つ目はⅢL･HLLL(y)である。「朝日、心」か
らこの音調が聞かれた。また、「油」については名頃の言緒からHI_J_,･HI_LL
が聞かれたが、これは集落的な特徴であると考えられる。二つ目は、ｕIH･
IJIH-H(x)である。これは「油、簾｜から聞かれた。前述の通り、「油｜は
’
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名頃でHu･HIＬＬその他の集落でⅡ冊･IIIII-Hとなる。「節」について
は、ⅢL･LHI_FLと発音する話者もあった。三つ目は、HIL・I上Ⅱ変L(")で
ある。「柱」からこの音調力墹かれた。
第/漁は、どの集落、どの個人からも安定してHHI１-IHI111が聞かれた。
第六類に限らず、um･ⅡⅢ-Hの音調力墹かれる場合は、「こ②」付きにな
ると、「この+兎が」=UI+IIEIHのように語頭の低下がなくなり、調話苫が
前掻粕の高さを引き継ぐ形となる。そして語頭の低下は句頭的低̅ドとなり、
「どの」の一拍目「こ」力抵下するようになった。
第七類からは、どの集落、どの個人からも安定してIHL･IHL-I-が聞かれ
た。
以t､三拍名詞をまとめると、類の統合状況は３(１･４x･5x・6/２･４y･5y.
7B･4z・57)というごとになる。第四類と縮侃類的語は、宵調によって顛内
で分裂する。
3-1-4.多拍名詞
主に四拍名詞について調査を行った｡聞かれた音調は次の４稗類で混った。
61X外ＣＤ語は必ず語頭が低下す為。
＜表４：多拍名詞の音調の聴類＞
’
音調 語戟
Ｃ 伽 飴預、さいこる、爪切り、にんじん、針金、日本語、お菓子
犀、カツ丼・・・
ｲｴ
’６，ⅣＹ月唾唖》
家計簿・・・
（冑製、折り紙・・・）
満月・・・
１
１
※」は核的位計症示すロ
凹白名詞は類の別がないため、語を個別に見ていく。まず、全ての集落、
全て⑱同諸で同じ音調が間かれた語について述べる。恥玉、さいころ、爪切
り、にんじん、fl余、日本語、お菓了屋、カツ丼」からは(ICD音調が、「家同Ｉ
簿」からは６の音調が、「満月」からは５の音調が聞かれた。これらの語以外
につり,ては、個人によってさまざまな音調力澗かれた。「ぞうきんＪについて
は集落によって違いが見られた。名頃の２名からは５が聞かれたが、その他
-１２３(69）
餌話者からはαか|凸]かれ語CD所屈力藥落によって異なっていること力場か
つた。「栖救き」につし､ては似とβ③音調が聞かれた。βで発音しためは久i呆
の６１門、京上の例F13,名頃の別M18で、それ以外の話哲からは、の音調が
聞かれた。どちらの音鯛が出為かということについて、集落個人（年齢・
性差など)による偏りは見られなかった｡膳日記｣についても傾向は同様で、
音調はβと６が聞かれた。６で発音したのは、久保の71M２と九鬼の76M4で
ある．「矢日｣」については殆どの高諸が６で発音したが、九鬼の74F５と名頃
②刷Ml8だけがγで発音した。「たま鞄ぎ」については集落による違いが見
えた。栗枝漉の許諸からは６が置かれたが、他の集落の話者からは６の音調
が聞かれた。「焼酎、ふりそで」については砿と６が半々に間かれた。「かま
ぼこ」は、若林の話苗からめみＹ②音調力墹かれ、その他の集落の話者から
は伽の音調が暁かれた｡｢青空｣については､の音調が間かれたが､久保の71MZ
からは出､若林の78F16からはγ②音調が聞かれた｡個人間で差かあるようで
ある。「足跡」についてはｕの音調が間かれた。唯一、名頃の郡M18からは
有核化したβが聞かれた｡｢胃袋｣につし､てはＹと６の音調が半々に置かれた。
Yの音調を個人の中に持たない人が6の罰ﾖで発音したのだと考えられる｡｢市
役所」については集落栄が見られた-下瀬②話者からは6､その他り集落の話
背からはβが聞かれた。「消しゴム皇は、九鬼の74F5から６力墹かれたのを
除くと、全員が(Iで弗音をし,た。「折り仙は5で発音す為話者が塞ぐ、久保
d)７１MZとﾉI鬼め74F5だけがγで発音した。「目印」についても同様で、殆
ど②話者が６で発音したが、ブL鬼d)74F５と名頃のMM1８だけがＹで発音し
たcYの音調を個人の中に持っていない人は６で発音しがちであると推損llされ
る。「ひょうたん」の音調は､(I5名、６２名、6３名とばらつきが見られた。「耳
かき」については、京上の餌F13，九鬼の74F５，名頃のMM18から６力墹か
れその{也の話者からはｕが聞かれた。「餅つき」はαの音調の語であるよう
だが､久保のC1門､九鬼の74F§､名頃のMM18からはｐの音調が聞かれた。
「くちびる」については集落間に蕪が見られた。京この間賭からはＹの音調
が聞かれ、その他の集落の話者からは６山音詞が聞かれたのであ為。
叫日名詞のアクセントはαであることが圧倒的に拳<､αの音調が一度も置
かれない語は29語中６語（｢鋸十簿」喘月」「市役所」「折り紙」「目印」「く
ちびる｣）しかなかった。酎白名詞については、αの音調をベ スーにして様々
なバリエーションが唯まれているようである。
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3.2.動詞のアクセント
3-2-1.=拍動詞
第一類五段活用轆可について、下瀬、久保、京上、九鬼、栗枝涯、若林の
話者から全て的語についてⅢという音調が聞かれた。しかし、名頃では少
し異なるアクセント力澗かれた。帥M1８は「売る、積む、飛夢」をIIL「買
う、乗る」冊で発音した。同じ名頃に住む78F1９は、全ての語についてIIL
と発音した。名頃では、第一類五段活用雄司をHLと発音するのが儀勢であ
る。-一段活用鯲可についても、名頃とその他の集落で違いが兄られた。下瀬、
久保、京_L、九鬼、栗枝渡、若林の冒諸は、殆どの語について１I１と発古し
た。例外があったのは、久保め７1MZのみで、７1M２は「煮る、似る」をIⅡ‘
と発音した｡名頃の訂賭については､帥M18が全ての禰凌IILと発育し､78F19
が｢着る、する、いる」をⅡL,「煮為、似る」をⅡ･Iと発育した。「煎る、似
る」につり､ては、名頃以ﾀ仰集落のアクセントの影響を受けている口I#齪仁が
あるが､概ね、名頃では第一類一段活用動詞をHLと発苫するのが催鰐であ
る。これはその他の集落とは異なる。
第二類は、全ての集落、全ての話者からⅢが聞かれた。例ﾀ粕勺に、五段
活用誰可「飼う」について、名頃の帥M１8と７８F１９からHLがい｣かれた。ま
た、一段活用軸可「得為」について、久保の７１M２，名頃の帥M1８と７８F19
からHL力墹かれた。「買う」と「飼う｣、「煮る」と「似為」など、同音異義
語でもアクセントは礎わらないようで、音調によ為弁別はない。
3-2-2.三拍動詞
第一類五段活用動詞については、個人間でか職り異なる音耐か|凸!かれた。
詳述していきたい。まずド瀬の77M9"IHL(｢囲む、使う、昇る｣）とⅡⅢ
（｢歌う、並ぶ｣）で安定せず、どちらのアクセントも聞かれた。そめ伯②目舌
者については、音調は異なるが、安定したアクセントが聞かれた。篭-類五
段活用誰則を【H1で発音したのは、久保の７1M２と名頃の７８F１９である。そ
の語頭を下げてIHHと発音したのは、久保の61脚、京上、九鬼の76h44、栗
枝渡､若林であった｡謡向低下に有核化が起こったulLも､九鬼の74F５と、
名頃の帥M18から間かれた。一段活用について述べると、企て⑱集落、全て
の語苔から高く平らに発育しようとす為伽向が見られた。語顕が低下して
MIHと発音したのはド瀬、久保(71M２)、栗枝漉、苫林であり、語の他的集
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落からはlⅡⅢが聞かれた。特別に、名頃の帥M１８からはII-l力澗かれた。
他俄百舌者全口に有椴化が起こっていな､､ことを考えると、これは名頃の特徴
というより、個人的>淫持微であろうと推測される。
露二噸月幽舌用動詞について、全ての集落全ての話者から安定してＨ肌
が聞かれた。一一段活用動詞については、名頃のMM１８を除く全員から全ての
福についてⅡLLが聞かれた。名頃の帥M1８は「受ける、降りる、逃げる」
をＬⅢ、「起きるｌをI-IILと発音しており、京阪式に近い印象を受ける。
3-Z-3.四拍動詞
四拍動詞について、それぞれの音読を調冊に見てみよう。まず、第一類に
ついては､会ての災落で向く平らに発音しようとする傾向が見られた｡ⅢⅡⅢ
が聞かれたり、その語頭が低下した冊冊旧が聞かれたりした。特準すべき例
外は、-ﾄ瀬の77M9からⅡ冊ILという核を持つアクセントが聞かれた点であ
る｡77M9"４語全てをｕ田Ｌで発音した｡下瀕の話者は１名しかいない為、
これ力§個人差なのか集落差なのかは言及出来ない。次に第二類であるが、こ
れは頭高に発音される語群である｡HHI.L･isHIn,力墹かれた｡下瀬､久保、
九虫、名頃ではIIIILLが優勢であり、東上、栗枝渡、若林ではmjlが篭与
で勘為。束に踊る集落の方が、下降力輕れ為傾向にあ為ようである。最後に
鱒三類であ為。この２語については集落間で異なる音調が聞かれた。下瀬、
ﾉ蝿（74冊）ではⅢ肌が、久i呆、京上、九鬼(76M4)、栗枝渡、若枝名
頃(78F１９)ではⅡⅢＨが間かれ名頃(soM１8)からは｢抱える」=UJH、
「支える」=U-ILLが間かれた。酎白名詞の第三類は安定せず、集落のみな
らず{固人間でも差があり、様々なバリエー ションが聞かれる。
3園3.形蔀司のアクセント
コ拍牙培祠について、全ての日賭から安定してⅢが聞かれた。また、三
WE答訶も同様に、全ての話苔から安定してIILLが聞かれた。擁一類と茂言
類に音調の矧工Zはない。
4 .分析と考察
以卜が調合結果についての百科Ⅱな記述報告であるが、次に三つの点から東
祖谷ll｣牌の得集落のアクセント体系について舌察したい。まず、七つめ集落
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間でアクセント体系に違いがあるかどうかについてである。史に、貞祖谷山
村のアクセントに式の対立が見出せるかという点である。最後に、先行研究
に照らし合わせながら、東祖谷山村のアクセントとは一体何なのか存える。
4-1.集落間でアクセント体系lご違いはあるか
久保在住の高踏７１Ｍが、インタビュー中に次のような内容を語って下さ
った。「同じ祖谷でも、名頃というところに行けばアクセントカ池ろ｡」これ
をヒントに、集落間でアクセント体系に違いが見られるかについて*鮪Tする。
一拍名詞を見ると、第一類については、久保・ﾌ槐・栗枝渡・ド瀬・京上・
若林ではLHが多数､名頃は吟H(80M18)･H-L(78F19)となっている。麓
二類は両者共H-L第三類はしＨとなっている。従って、一拍稀可の類の統
合数は､久保･九鬼･栗枝渡･下瀬･京上･若林･名頃のM)M１8は２(1.3/2)、
名頃の79Flザは2(l・湖となる。二二拍名詞については、全て②地点で第一一
類はⅢ-H，第二類・第一類はnL-L錨四類はIHHなっており、範五類は
LH-Lが多数である。但し、名頃の帥M1８からは塊四噸にⅡI-LLIIが間か
れもなど、名頃では刺堀式アクセント②面影が見られ為ご股が彰々あった。
三拍名詞についても同様の傾向が見られた。
以上のように、名詞については久保・九鬼・栗枝渡・下瀬・京上・若林．
名頃で顕著なアクセント体系の違いは見いだせなかったが、名頃に京|坊tア
クセントの面影が見出せるのは特筆しておくべきポイントであろう
次に勤訶について検討してみよう.二拍名詞第一類について､名頃の帥M1８
は「売る、積む、飛ぶ」をⅡＬ「買う、乗る」ⅢIで発音したこと、｜可じ塩
頃に住む78F１９は、今ての語についてIILと発音したこと、稲噸では、鰯一
頬五段活用雄司をHL注発音す為のが侭勢であ為ごとは伽亦I/た通りであ為。
これは讃岐式アクセントの轆可の音調と一致する。また、劃H斑荷1のアクセ
ントをⅢＬと発音する。即ち、名頃という集落は、斯司の一部について謝支
式アクセントを有するのである。名頃の轆可のアクセント体系を調べたもの
に上野（2Ⅲ）があるが、そごで述べられている名頃の轆司アクセント体系
についての:改tについても、本稿と論旨窪反するも的ではない。
こめように、本項では集落間でアクセント体系に違いがあるか膣うかにつ
いて検討したわけであるが、その答えは次のようなものになるう。久保・ノＬ
硯．栗枝涜・下瀬・京上・若林のアクセント体系股、名頃②アクやン卜体系
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は異なる。箔頃のアクセント体系は、名詞は京阪式アクセント、雄司は獅支
八アクセント的色を見せ為という腹雑なアクセント体系表持つものなのであ
る。
４２.式の対立が見出せるか
jWll谷l１１吋について、久保・九鬼・栗枝渡・下瀬・京上・若林と名頃でア
クやンf､体系が異な為ことば式的対立の有無という点からも欄間出来る。京
旧度バアク抱ン卜では、低く起こる活は「この」等に接続して句中にあっても
低起性を保つものとされているが、東祖谷山村、少なくとも久保・九鬼・栗
枝涯・ ﾄ̅瀬・京上・若林では低起性力概に消滅しており、対立がない。
名頃については、菅生で生まれて名頃に移動した７８m９は特殊なケ スーと
して考えなければならないが、名頃の言猪剖M1８について見てみると、名
頃の話者帥M1８には式的対京が見られ名詞には京阪式アクセントに近いも
紐が聞かれる。菅牛で生まれて名噸に移動した７８F1９は式②対立力軸ど轆減
しており、「この窓を」（輔五類）に僅かにその片鱗が見える掴藍であ為。久
保・九鬼・興枝渡・下瀬・京上・若林では式の対孟zは消滅してしまっている
が、京阪式アクセントの使用地域により近し､名頃では対立力壊っているとい
うことだろうか。菅生から名頃に移住した７８F１９から式の対立力程かに見え
ているところからも、名頃と菅生の間に式の対立の有無の境界線を引くこと
が出来そうである。
4-3.垂井式-C型に類するアクセント
先行研究（牛田・1951）によ為と、東祖谷のアクセントは虹井式-C型とな
ってい為。串田(１９３１)の唯井式アクセントの分類を報理すると以下のよう
にな為。
-一拍名詞:A¥２(1/z'３)、Ｂ型２(１･３/z)、ｃ型z(1.3/z)
一帖名詞↓A¥2(1Iz･３･４･５)、Ｂ型z(1･4/Z･３･５)、で型３(1･4/z･3/s)
３曲の;E述内容を、牛田(１９３１)の唯井式アクセントcり分類に当ては抽てみ
ると、東祖谷山村CD各集岬I)アク姫ン卜体系は掘井式ｃ型ということになろ
う。徳島県試の特にⅢ問部で蛎吾頭の低下が激しいので、生田が1船1年に示
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した音調とはやや異なる（語頭力祗ドしてい為）が、（二]型であることには変
わりはない。
また、隼m(1951)の分類を受けて、巾井(Iwo)が更に(３'i'｣を【洲Ⅲ二分
類しているが､ここでは下陣稠を問題にしてし､ないので､Ｃ式f!g･<1式ｎ画・
ｃ式”型の何れであるかは特に論じない。
5．おわりに
東祖谷山村のアクセントについてはまだまだ不明確な部分は鑿いが、判m
の調査で明らかになった部分もあると思う。
まず、集落間でアクセント体系に違いかある注いうことが分かった。そし
てそれには京阪式アクセント・讃岐式アクセントが関係してい畳ということ
も分かった。
次に、式の対立が見出せるかという問題であるが、これについては集落間
で違いがあった。久保・九鬼・栗枝渡・下瀬・京上・特林には高起式と低起
式の丈寸立は見出せない。高く始まっても低く始まっても良いので鵡為。しか
し、久県・九鬼・栗枝波・ド瀬・京上・若林から少し間珈て束に位riす穐名
頃では、一部に式の対工Zが見出せた。久保・丸鬼・栗枝漉・ド瀬・虫上・呰
林より、束寄り（徳島県は県東部に京阪式アクセントが分才1丁している）であ
るという地理的理由から式の対立力f一部保存されていたものと考えられる。
最後に東祖谷山村のアクセントは一体とのようなものであるかとし､うこと
であるが、端的に言って、垂井式-C型に類するアクセントであることが分か
った。これは生田（1951）から帥年経っても変わっていない。久(呆・几鬼・
栗枝渡・下瀕・京lz･若林は垂井式-C型に類するアクャントである。但し、
巾突部より束寄りに位置する名頃では、名詞には京阪式アケヤン}､が、動詞
には測虹､アクセントの面影力戦るアクやン卜が聞かれた。
以上、まだまだ不明な点も鴬いが、これで東祖谷山村のアクセントについ
て執筆を終える。
(７５） １１７
【付日｡】
f111の発表は、2(m8年３月に徳島大学国語学研究宅から発行された『束祖
谷口〕こと{虹で報告した「東祖谷のアクセントについての一考察」のデータ
を蛸やし、内容を発展させたものです。また、２燗〕8年６月に行われた徳島大
学国語国文学会第38回研究会（於徳島大学）で発表させて頂いた内容を､そ
(Dときの質疑に答える形で加筆・修正したものでもあります。
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聞かれなかった。γの音調が聞かれなかったのは調琵弓の数が29語と少なかった面舵性
もあるが、他の話者からはしばしばγの音誰が聞かれている以上、下瀕②７７Ｍ9、九鬼
の76M４，栗桂渡の泡MB，名頃の78F１９の４名は、個人の中にこの音調を持っていない
可能性が高い。
γこの話者の現住所は名頃であるが、出身地は菅生（距離的には久保と名碩の中間に位
置する菓落で、名頃とは隣同士の集落で筋ろ）で温る。rE伽帆間の腱い埆頃の話者とい
うことにして分類を行ったが、名頃のアクセント左そのまま実現している詰茜だと考え
るのは危験で凝る。
-１１５-(77）
